
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

R3．9．24（金） №20小栁 弘志 

                ９月後半に行く予定だった２年生の修学旅 

               行は以前お知らせしたように新型コロナウイ 

ルス感染症対策のため延期にしました。今後、感染拡大状況と学校内外の行事 

等を考慮して実施期日を決定していきますが、旅行先の鹿児島での学習の一つ 

として平和学習を行う予定です。事前学習として、 

９月２１日(火)の３～４時間目に講師をお呼びして平和 

学習を行いました。｢それぞれの戦争｣という演題で株式 

会社アースライブラリーの長野良市(ながのりょういち) 

さんに話をしていただきました。２年生の感想の一部を 

紹介します。 

 

・｢それぞれの戦争｣という題の｢それぞれ｣は一人ひとりという意味だと聞いて、やっぱり出来事の体

験や感じ方は違うし、その一人ひとりから詳しく話を聞くことが、出来事をしっかりと理解するこ

とになるんだなと思った。 

・一人だけの話をうのみにしたり、大きな内容だけを知っていてもそれはただ単に｢知っている｣だけ

だから、多くの人の体験や心の声を聞いてみたいと思った。これは今後の生活でも意識していかな

ければいけないことだと改めて思った。 

・今、私たちは当たり前に学校で勉強し、おいしくご飯を食べて家族と一緒に暮らしています。しか

し、戦争時は家族がバラバラになってしまい、特攻に行った人は自分がいつ死ぬのか分かったうえ

で、訓練していて、今のように幸せに暮らせるのが許されなかったと思うと、現在、日本に住んで

暮らしに困らず家族そろって生きていられることがとても幸せなことだと思いました。だから私は

この幸せな社会に感謝していこうと思います。 

・ミャンマーやアフガニスタンなど、世界では平和な生活を送れない人が今もたくさんいる。戦争を

したいと思っている人はごく少数の人だ。これは約７０年前に起こった太平洋戦争の時代と似たと

ころがあると思う。私たちは戦争が間違ったことだと知り、二度と繰り返してはいけないと知って

いるから、平和な社会が築けている。でも、世界のどこかでは平和な社会が築けていない人がいる

のも事実だ。長野さんの話を聞いて、平和について私も自分のできる範囲で人々に伝えていける人

になりたい。 

この感想を書いた人は講話を聞き、今後の自分に結びつけています。世界に目を向ける

と、現在でも戦争や紛争が起こっている国や地域があります。平和は私たち一人ひとりの

不断の努力によってしか維持することはできません。２学期は全学年とも人権についても

考えていきます。 

２年生の平和学習より 

 

                   希望をしているがまだワクチン接種を受けてい 

                  ない人のために南阿蘇村では追加のワクチン接種

が１回目 9/29～10/2、２回目 10/20～10/23 に計画されています。詳しい内容は南阿蘇村

のホームページにありますので、ご確認ください。また熊本県教育委員会からの｢新型コロ

ナウイルス感染症に不安や悩みがある児童生徒・保護者の皆さんへ｣というプリントを裏面

に載せていますのでご活用ください。 

南阿蘇村追加ワクチン接種 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


